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は　し　が　き

条虫 Mesc麗s池心s 属は条虫の中でも円葉目と擬葉

目の両方の性質をもっだ特異な条虫で，多くは野生の哺

乳類に寄生する．人体寄生は稀であって，日本では本症

例以前に小坂（1942），伊藤ら（1962），森下ら（1964），萩

原ら（1964）の4 例の報告がある．本症例はすでに宮城ら（1965）

により報告されているが，本研究は虫体標本の

形態の記載と同定を行ったものである．頭節のない虫体2

条を観察し Mesocesto丿des　lineatus　（Goeze，　1782）

と同定したのでこx に 報告する．　なお宮城ら（1965）の

発表の後，亀谷（1966）により2 例が追加されている．

虫 体 の 形 態

患者は1925年1 月生れ，初診時40才の男，斉○信0 ，

地方公務員運転手で埼玉県入間郡武蔵町に居住する．1965

年6 月30日，　1966年9 月30日，それぞれ1 条の条虫

を排出した．いずれも頭節なく，全長は46cm，　44．5cm

で，最大巾自然状態で2　mm，圧平して3mm である．

形態は図，写真に示した．総片節数約750， 分離された

老熟片節22であった．内部生殖器により片節の発育をみ

ると虫体の前より1／8附近で未成熟，1／4附近で成熟片

節となり，さらに後方では次第に副子宮が形成され全長

の中央より後方で老熟片節となる．前から3 ／4附近では

片節の巾が減少し，それより後部では次第に縦長の形に

なって分離老熟片節の構造となる．未成熟片節の大きさ

は巾0 ．60～0．84　mm　（0．46　mm，　カッコ内はアルコ ー

ル液で固定標本の長さを示 す）， 成熟片節は巾1．20～1

．　50　mm（l．　3　mm），縦0．29～0．35　mm（0．35　mm）で

ある．老熟片節は巾1．30～3．　16　mm　と後方に広くなっ

て，さらに後方では狭くなる．縦は0．37～1．19mm と

後方程長くなる．分離老熟片節は後方に陥みのある米粒

状で巾1．74 ～2．07　mm　（1．3　mm），縦2．07～2．57　mm（1．4　mm）

である．片節は圧平固定してデ ラフ ィールド

・ヘマトキシリソ，あるいは醋酸 カルミン染色で観察し

た ．各期片節の形態は下記 の通 りであ る．

未熟片節：各片節は前方に狭 く，後方に広 がり，後端

は次の節 の前端 より巾広 く，後角は遊 離し てい る．睾丸

が発達し，最 も明瞭に 観察 出来 た．数は右22～31 ，左20

～29，総 計45～59 ，平 均50．5であっ た，各睾丸の形は縉

円あるい は円形 で，長 経は24 ～46 μ であっ た．図に示

す様に 各生殖器の構造がみられたが，成熟片節 の構造 よ

り未発育 であっ た．

成熟片節：生殖器が明瞭にみられ る．睾丸は 相当数 が

萎縮して明瞭さを欠く ．分布は排泄系 の内方 ，外方に迄

散 在してい る．生殖 口は直経55 ～64 μ の円形で ，体節

の正中で中央 よりやや前方に開 口する．これを含 む陰 茎

哀 の大 きさは103 ～140 μ×72～85 μ の楕円形で 基部は

ほy 背方に向 うが，圧平 標本 では横あ るい はや！，前方に

向く．基 部より緇い輸 精管 が接続し，太い 腟は生殖口に

近く接続し，正中 後端 のメ ーリス腺に達する，卵巣はメ

ーリス腺 より左右に一対 ，側方よ りやx 前に向っ て延び

る．いびっ な楕円形 で末端例が巾広い．大きさ130～176

μ×68～82μ．卵黄巣 の朧側に重 な り，17 ～53μ の細い

柄をもっ てメ ーリス腺に接続する，いびっ な楕円形でメ

ーリス腺側が尖っ ている ，大 きさ122 ～134 μ×57～73μ．

太い子宮は大 きく迂 曲しながら前方に進 み，陰茎嚢を ま

わってそ の前方で横向に終 り，盲管 で中に 卵が充満 して

いる．

老熟片節 ：副子宮 が発達 するにっ れ，雌性生殖器は次

第に片 節前方に 圧迫され，構造が不明瞭になる．睾丸も

次第に消滅する．末端の片節に近ずく と副子宮は完成し，

陰茎蠹と子宮の一部を残して他は消滅し，片節 の巾はちs

ごま り分離片節の形に近ず く．完成された 副子宮は450

（57 ）
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Secies Author

lineatus　　Wardle　＆　McLeod　（1952）

lineatus

az バαbilis

Zノαバ abilismajor

－ ‥ － －

Table　1　Comparison　of　species　of　Mesoぽstoides

Strobila
cm

30 ～250

Yamaguti　　25 ～50（1942）

Present　study　44．5～46

Chandler　　　　40（1942）

Muller　（1928）　18～30

Cirrus Testis

pouch μ　number　　　 μ

150～230　54 ～58
×100

120～150　50 ～72
×40～90

103～140　45 ～59
×72～85

50

Para－uterus
μ400

～500

60～110　300 ～600
×45～100

24～46　570 ～690

Egg

μ

50～60

×34～4334

～48
×25～3635

～49

135～155　60 ～65　　　45
×100

130×70　　40 ～45　　25 ～35

～580 μ×570～690 μ の縦長の不正楕円形である ．分離

片節 よ り取出した卵は不正楕円形で，大 きさ35 ～49μ×26

～40μ で，卵殻は厚みがあっ て顆粒状構造がみられる．

中 の六鉤幼虫は33 ～39μ×23～32μ，6 本の鉤 の中，中

央2 本が長く15 ～17μ，側方の2 対 は9 ～12μ であっ た．

考　　　　 察

Mesocestoides 属 の分類は末 だ十分に 検討されておら

ず，完成さ れたものとは いえない．　Wardle　＆　Mc　Leod（1952）

は13 種に分け， 山口（1959） は23種を上げ てい

る，各種 の形態は変 異多 く，種 間で共通あ るいは類似点

が多 い．　Witenberg　（1934）はそれまでの各種は 訂．

lineatus 　（Goeze，　1782）　1種に 統合さ れ，　caesta，　line－ata，　litterata

の3 形に分け得 るとし てい る． この 皿．

lineatus　 とは判然 と鑑別出来る種として，　Joyeux　＆Baer　（1935），

山口（1959）は M．　ambiguus　Vaillant，1863

を上げている．

本 研究で記載した標本の同定にあた り，以上の考え方

の中 ，細分されたものを基本とした．特に従来の人体寄

生 例の記載を検討したが，比較し得るものと し て は 山

口（1942） の 訂バ 加自治・s とChandler　（1942）の 訂．

variabils の2 報告が得られ るのみであっ た． 種の分類

の規準 としては頭節の計測値 ，全 長，睾丸数，陰 茎蠹，

副子宮，卵巣，卵黄巣 の形や大 きさ が上げ られる．先ず

全長 と睾丸数に よっ て近縁な ものを求めるとWardle　＆Mc　Leod　（1952）

からは 訂．I　ineatusとM．　latus　Mu－ller，　1928　

が得られ， 別に　Chandler　（1942） のい う

訂 ．凹 元面 侑s　Miiller，　1928が得られた ．この中 訂・

latus につい てはMiiller，　1928 の原記載によると全長12

cm　前後で，睾丸数も27 ～30 と少なく，まずこれに

は相当 しな い．

主 な構造の計測値を山口（1942），　War　die　＆　Mc　Leod

×450 ～580 ×26 ～40

400～530
×320～360250

～300

／

22

Ovary

μ

／

170～300
×70～15130

～176
×68～82115

～140
×30～4580

Vitella－
ria μ

／

120～170
×80～100120

～134

×57～7357

～85
×45～5350

（1952）の M．　lineatus，　Chandler　（1942）の M．　vari一

品 侑s お よ び そ の原 記載 と比較し表1 に上げ た．山口（1942）

の記載 と比較 すると本標本は 睾丸 がやや少なく，

大 きさが小さい ．山 口（1942） の未熟片節 では表1 より

小さな値になっ てい て本 標本 の値に近い ．山 口（1942）

の 標本は欧州 の犬 の 財．／・meatus と比較し ，陰茎嚢 が小

さ く，卵 の大 きさ の差以外は大差がない とし て同定し て

いる ので，　M．　I・・neatus の代表的な ものと考えられる．

本 標本 も山 口（1942）のものに 似てWardle　＆　Mc　Leod（1952）

との比較で も，欧州産のものよ り陰茎嚢は小さ

く，卵の大きさも 異なる ．しかしながら本標本 の睾丸数

と大きさは山口のものよ りWardle　＆　Mc　Leod　のもの

に 近い ．

財．回 バ面 侑s　Miiller，　1928は原記載で ・回ノの・と

minor の2 型に分け てい て，　Chandler　（1942）は人体

寄 生の標本を M．　lineαXs とは十分比較 せずに ， 新大

陸 種と比 較して M．　variabilis　majの・と同定してい る・

しかし 表でも明らか な様に 財 ．回 八功 侑s の原記載 より

全長長 く，睾丸 も大 きくて数多 く， 副子宮 ，卵巣 ，卵黄巣

もすべて大 きく，又頭節や 吸盤 も大 きくて 財 ．回 元品j－yjs

の原記載とはかな りの差異があ り，むしろ山 口（1942）の

M．　lineatusに 似てい るMiiller　（1928） 自身 乱

財．回 池zゐ沂sは M．　lineatusの新大陸 型の種と考えて

お り，　Witenberg　（1934）はM．　lineatusのlitterata

型 とし，　Hughes　d　al．　（1941）はM．　lineatus由来の

ものと考 え，いず れにしても M．　varii功侑s 自体 財・

lineati・s に近 縁のものである．　Miiller　（1928）の原図

およびChandler　（1942） の写真の M．　variabぷs で 特

徴的な点は，卵巣， 卵黄巣 がほy 前方に向っ て延 びてい

るこ とである ．本標本ではそれに反し側方 でやや前方 に

向いていて，山 口（1942） の図 と同じであ る．以上 の比

較の結果，本標本は山 口（1942） の記載した M．　linea－

（58 ）



詒刈 こ最 も 近 く ， ルたsoccstoicかs　lineatus 　（Goeze，　1782）

と 同 定 し た ．

本 属 の 生 活 環 は 完 全 に は 分っ て い な い．　Soldatova

（1944） は サ サ ラ ダ エ の フパ油a・nbates，　Scheloribat．es，

乃ada バM ／む が 第1 中 間 宿主 で あ る こ と を 報 告 し て い

る ． 第2 中 問 宿 主 は 爬 虫 類 で ， そ の 中 で 発 育 し たtetra ・thyridium

を 終 宿 主 が摂 取 す る こ と に よ り感 染 す る とさ

れ てい る ，　日本 の人 体 例 では す べ て ヘ ビ の 血 を 飲 んで い

て ， そ れ が 感 染 の 機 会 と なっ てい る ． 亀 谷（1966） は 疫

学 的 に シ マ ヘ ビ £／茆 加 卵 ㎡バ virgala 　（Boie，　1826）

が 重 要 と考 え てい る ． 木 症 例 の 感 染 も シ マ ヘ ビ の生 血 と

“ き も ”＊．か ら と 考 え ら れ る ． こ れ に 関 連 し ，ス ネ ー クセ

ン タ ー よ り提 供を 受 け た50 匹 の シ マ ヘ ビ の 肝臓 を 調 べた

が ， 幼虫tetrathyridium は 検 出 さ れ ず ， シマ ヘ ビ の寄

生 率 は さ し て 高 い も の とは 思 わ れ な か っ た ．な お東 大 伝

研 寄 生 虫 部Dr．　Sam　R ．　Telford　Jr．　（ 私 信 ）に よ れば1965

年2 月 よ り1967 年4 月 迄 に11 本 で1，000 以 上 の ト カ

ゲ類，　100 以 上 の蛇 と多 数 の蛙 の内 部 寄 生 虫を 検 索 し たが

，　Mcsoccstoides の 幼 虫 は 発 見 出 来 な かっ た とい う．

ト カ ゲ 類 の 分 類 は カ ナ ヘ ビ　 アαリ 画’凹・us 　lg／・夕画’凹・a－j

而s　 が 殆 どで ， ト カ ゲ £回7 配6　 ／・itiscutat ・4s，ヤ モリ

Gecko 加 加 雨as が 含 まれ ， 埼玉 県 の1 地 区 で は カナ ヘ

ビ725 以 上 を 調 べ てい る ．な お 同氏 の カ ル フ ォル ニ アで の

調 査 で は ト カ ゲ類 から Mesocestoi 心s の幼 虫tetrathy－ridium

は1 ～14 ％ に 検 出 さ れ ， 最 高時 期 には25 ％ に

も 達 し ， 日本 の 野外 調 査 と は 対 象 的 で あっ た とい う ．

ま　　 と　　 め

埼玉県入間郡武 蔵町在住の40才の男 より　ノ晩socestoi一

励s 属 の条虫2 条 を得た一本標本は宮城ら（1965） が日

本に於け る第5 例目として報告した患者か らの虫 体であ

る．いずれも頭節な く，全長46　cm，　44．5　cm，　最大巾2mm

であっ た．形態は写真，図に示し たが，片 節の主

な特 徴は次の通りであ る．睾丸数45～59 ，陰茎 嚢103 ～140

μ×72－85 μ で正中線中央 よりやs ．前方の生殖孔 に

開 く．卵巣は正中線後端 より前 側方に1 対あり，大きさ130

～170 μ×68～82 μ，卵黄巣は1 対で大 きざ122 ～134

μ×57～73 μ で 柄を もっ てメ ーリス腺に接し，卵巣 の腹

側に重な る．子宮 は正中 を迂曲して前に伸び盲管に終 る・

老熟片節 の副子宮 は450 ～580 μ×570～690 μ で，卵は35

～49 μ×26～40 μ であっ た．山 口（1942），　Wardle　＆

＊　 本 例 で ぱ き も” は 肝 臓 では な く 心 臓 と 思 わ れ る ．
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Mc　Leod（1952）の記載 した M．　lineatus，　Miiller（1928），Chandler　（1942）

の記載し た 訂 ．叱 パ昴 沂s と比較 し，

本 標本は山 口（1942）の記載に最も近く，　Mesocestoideslineatus

　（Goeze，　1782）と同定さ れた．本 例の感染 源は

シマヘビであっ た ．
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Fig．　1．　A
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0

MM

；　immature　segment　B；　mature　segment　C；　gravid　segmentD　

；　isolated　gravid　segment　E　；　egg

VI

C，　cirrus　pouch　E，　excretory　vessel　G，　genital　pore　0，　ovary　P，　parauterine　organT，　testis　U

，　uterus　V，　vagina　VT，　vitellarium

（60 ）

T



Photo　1 ．A　；　strobila　B　；　immature　segment　C　 ；　mature　segmentD　

；　gravid　segment　E　 ；　isolated　gravid　segment　F　 ；　egg

（　61　）
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A　HUMAN　CASE　OF　MESOCESTOIDES　LI　NEAT　US

Hiroshi　TANAKA，　Kenji　MIYAMOTO，　Kiyotoshi　KANEKO

（7 ）ゆ の力 nent　of　Medical　Zoology，　Sc 加ol　of　Medicine ？，　TokyθMedical

（md　Dental　Universi り，　Tokyo，　Japan ）

S ⅢGE ⅢRO　ozu　＆　Chujiro　AIDA

（Saitama　Insti ・れ心of　Public　Health，　Omiya， 和 郎n ）

Two　tapeworms　of　j・iesocestoid．es 　were　obtained　each　in　1965　and　1966　from　a　40　yearold　man　living　in　Musashi－machi，　Iruma－gun，　Saitama　prefecture．　They　were　46　and　44

．5cm

long　and　2　mm　in　maχimum　breadth　without　scoleces．　The　morphology　of　this　tape－worm　was　described　in　the　present　paper．　Main　characteristics　were　as　follows　

：　Numberof　testes　in　a

segment　45－69．　Cirrus　pouch　103～140 μ　openning　at　genital　pore　slightlyanterior　to　the　middle　of　the　saggital　line．　Ovarium　bilobed，　each　measuring　130

～170 μ

×68－82μ，eχtending　laterally　from　the　posterior　margin　of　the　saggital　line．　A　pair　ofvitellaria　122

～134 μ×57～73 μclose 】y　ventral　to　each　lobe　of　ovarium，　attaching　Mehlis’gland　with　a　slender　tube．　Parauterine　organ　developed　in　gravids　and　measured　450

～580

μ×570～690 μ．Eggs　35 ～49 μ×26～40 μ．　Comparing　those　findings　with　descriptions　of

M．　lineatus 　of　Yamaguti　（1942）　and　Wardle　and　Mc　Leod　（1952）　and　M．　variabi・治of　Muller（1928）　and　Chandler　（1942），　the　obtained　worms　were

identified　as　ルを加ぴsyQ㎡es　lineatus

（Goeze，　1782）．　This　case　preliminarily　reported　by　Miyagi　d　al．　（1966）　was　the　5th　case　ofthe　human　infection　of　A

死釦ぴstoides 　in　this　country　and　two　more　cases　were　added　byKamegai　（1966）．　The　source　of　infection　of　this　case　was　considered　to　be　a　snake，Shimahebi，

£／茆加 quadriv 丿rgata　（Boie，　1826）．

（62 ）




